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６
月
定
例
会

　
令
和
８
年
第
２
回
定
例
会
は
、
６
月
３
日
か
ら
６
月
１９
日
ま

で
の
１２
日
間
の
会
期
で
開
催
し
ま
し
た
。

　
本
定
例
会
で
は
、
補
正
予
算
２
件
、
条
例
改
正
等
３
件
、
契

約
１
件
、
同
意
１５
件
、
陳
情
審
査
２
件
等
を
審
議
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
７
名
の
議
員
が
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

定例会6月

〇�

錦
江
町
印
鑑
条
例
の
一
部
を
改
正

し
ま
し
た

　
国
の
法
改
正
等
に
伴
い
、
印
鑑
登

録
に
係
る
本
人
手
続
の
見
直
し
や
外

国
人
住
民
に
関
す
る
規
定
の
整
理
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
等
を
活
用
し

た
印
鑑
登
録
証
明
書
の
交
付
に
対
応

す
る
た
め
の
改
正
で
す
。

〇�

錦
江
町
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
の

設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例

を
制
定
し
ま
し
た

　
閉
校
し
た
池
田
小
学
校
及
び
大
原

小
学
校
を
、
多
様
な
世
代
の
交
流
を

促
進
し
、
地
域
活
動
の
推
進
及
び
防

災
機
能
の
確
保
を
図
り
、地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
醸
成
の
拠
点
施
設
と
し
て
活

用
す
る
た
め
の
制
定
で
す
。

〇�

錦
江
町
報
酬
及
び
費
用
弁
償
等

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
し

ま
し
た

　

近
年
、
地
域
計
画
の
策
定
・
見
直

し
や
農
地
中
間
管
理
機
構
関
連
業

務
等
に
よ
り
農
業
委
員
の
業
務
量
が

増
加
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
近
隣
自

治
体
と
の
均
衡
を
考
慮
し
、
農
業
委

員
の
報
酬
を
改
定
す
る
た
め
の
改
正

で
す
。

〇�

令
和
８
年
度
定
住
促
進
住
宅
新

築
工
事
請
負
契
約
を
締
結
し
ま

し
た

・
契
約
の
方
法条件

付
き
一
般
競
争
入
札

（
事
前
審
査
型
）

・
契
約
金
額７３

，
１
５
０
，
０
０
０
円

・
契
約
の
相
手
方株

式
会
社　

桑
原
組

〇�

農
業
委
員
会
委
員
の
選
任
に
同

意
し
ま
し
た

　

任
期
満
了
に
伴
い
、
１４
人
を
選
任

す
る
こ
と
に
同
意
し
ま
し
た
。

　

任
期
は
、
令
和
８
年
７
月
20
日
か

ら
令
和
１１
年
７
月
１９
日
ま
で
で
す
。

条
例
条
例

契
約
契
約

同
意
同
意

寺田　郁哉 氏
（木場自治会）

今熊　武朗 氏
（神川中自治会）

内薗　雄治 氏
（鳥浜自治会）

鳥越　秀一 氏
（六反田自治会）

宿利原　勝吉 氏
（宿利原自治会）

本釜　好子 氏
（塩屋自治会）

宿利原　進 氏
（宿利原自治会）

区　分 時間単位

会議室 200 円

調理室 400 円

コミュニティ室 400 円

体育館 450 円

使 用 料

令和８年度定住促進住宅新築工事

請負契約の締結
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６
月
定
例
会
・
７
月
臨
時
会

　
令
和
８
年
第
２
回
臨

時
会
が
７
月
９
日
に
行

わ
れ
、
補
正
予
算
１
件
、

条
例
制
定
１
件
を
審
議

し
ま
し
た
。

〇�

令
和
８
年
度
錦
江
町
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
３
号
）
を
原
案
可
決
し
ま

し
た

　

主
な
も
の
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

【
歳
出
】

・
港
湾
建
設
事
業

１
０
０
万
円

・
本
所
農
地
災
害
復
旧
費

５６
万
円

・
一
般
管
理
費
人
件
費

▲
１３
万
６
千
円

〇�

錦
江
町
町
長
及
び
副
町
長
の
給
与
の

特
例
に
関
す
る
条
例
を
制
定
し
ま
し

た
　

町
長
及
び
副
町
長
の
給
料
月
額
の
減

額
に
関
す
る
特
例
措
置
を
規
定
す
る
た

め
の
制
定
で
す
。

〇�
監
査
委
員
の
選
任
に
同
意
し
ま
し
た

　

議
会
選
出
監
査
委
員
の
久
保
勇
太
議

員
か
ら
辞
職
願
が
提
出
さ
れ
た
た
め
、
落

司
道
子
議
員
を
選
任
す
る
こ
と
に
同
意
し

ま
し
た
。

　

任
期
は
、
令
和
８
年
６
月
１９
日
か
ら

令
和
１１
年
４
月
23
日
ま
で
で
す
。

補
正
予
算

補
正
予
算

条
例
条
例 臨時会7 月

安水　純一 氏
（安水自治会）

濵田　隆介 氏
（猪鹿倉自治会）

畠中　正秋 氏
（半下石自治会）

貫見　和洋 氏
（平石自治会）

鍋　康博 氏
（下自治会）

安田　憲次 氏
（昇陽自治会）

折小野　道男 氏
（平石自治会）

落司　道子 議員

　７月８日から 10 日にかけて町内６会場で議会報告会
を開催しました。
　報告会では、議会活動の報告のあと、意見交換会を行
いました。皆様からお聞きしました意見、要望等につき
ましては検討会を開催し、議会だより 11 月号でお伝え
する予定です。
　ご多忙中にも関わらず、お集まりいただき、心からお
礼申し上げます。

議会報告会へのご参加、ありがとうございました
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物価高騰対応くらし応援プレミアム商品券事業
955 万円（955 万円）

物価高騰による消費者の生活支援及び商
工業者の販売促進並びに経営の安定を図
るための事業。（プレミアム率６0％）

▪�請願書は、紹介議員の署名、記名押印が必要です。

▪陳情者の住所、氏名、押印は必須です。陳情者が複数の場合は、その代表者を明記してください。

▪陳情者の住所、氏名は一般に公開されます。

▪��陳情者は1件ごとにその趣旨を簡明に記載してください。必要によっては地図や写真等を添付してください。

▪�陳情書は、議会事務局に提出してください。原則、受付日以降に開会される定例会で審議されます。

鳥獣被害対策事業
90 万円（1,173 万円）

当初の予定より電気柵設置の要望数が増
加したことによる増額。

６
月
定
例
会

● 一般会計

ハザードマップ作成事業
165 万円（495 万円）

浸水想定区域の対象範囲拡大や高潮浸水
想定区域の追加に伴う増額。

ＬＰガス料金負担軽減支援事業
736 万円（736 万円）

エネルギー・食料品価格等の物価高騰の
影響を受けた生活者支援を目的とし、町内
でＬＰガスを使用する家庭を対象に、鹿児
島県ＬＰガス協会を通じて利用料金の値引
きによる支援を行う事業。

就学前教育・保育施設整備事業
2,380 万 1 千円（2,380 万 1 千円）
就学前教育・保育施設整備交付金を活用
し、大根占幼稚園の外壁や屋上防水の経年
劣化に対応するため、外壁改修・塗装、屋
上防水改修工事を実施するための補助金。

田代地区コミュニティバス運行事業
834 万 8 千円（2,123 万 4 千円）

コミュニティバスの一部減便に対応するた
め、減便区間の運行を他の交通事業者に
委託するため、予算を組み替えるもの。

高性能林業機械等整備事業
1,800 万円（1,800 万円）

放置されている伐採跡地の再造林を進める
ために大隅森林組合が高性能機械を導入
し、森林の水源涵養機能や土砂災害防止
機能等の多面的機能の回復を図るための補
助金。

子育て支援住宅整備事業【住宅】
290 万円（8,690 万円）

子育て支援住宅のＰＲ動画制作や電柱移設、
工事の設計変更書の作成委託を行うための
経費。

生活者・事業者応援プレミアム商品券事業
955万円などを可決

一般会計の補正予算を原案のとおり可決しました。主なものは次の通りです。
※（）内は予算総額です。

請願・陳情の仕方 町政等についての要望等を請願書や陳情書として
どなたでも町議会に提出することができます。

ご不明な点は議会事務局へお問い合わせください。　☎ 0994-22-3045（直通）
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あなたの陳情を審査

内
容

　

子
ど
も
た
ち
の
ゆ
た
か
な
学
び
を
保
障
す
る
た
め
に
、

１　

�

高
等
学
校
で
の
３５
人
学
級
を
早
急
に
実
施
す
る
こ
と
。
ま
た
、
さ

ら
な
る
学
級
編
成
標
準
の
引
き
下
げ
等
、
少
人
数
学
級
に
つ
い
て

検
討
す
る
こ
と
。

２　

�

学
校
の
働
き
方
改
革
・
長
時
間
労
働
是
正
を
実
現
す
る
た
め
、
加

配
教
員
の
増
員
や
少
数
職
種
の
配
置
増
な
ど
教
職
員
定
数
改
善
を

推
進
す
る
こ
と
。

３　

複
式
学
級
を
解
消
す
る
こ
と
。

４　

�

特
別
支
援
学
級
籍
の
子
ど
も
を
交
流
学
級
で
も
在
籍
児
童
生
徒
数

と
し
て
カ
ウ
ン
ト
す
る
こ
と
。

内
容

　

厳
し
い
財
政
状
況
の
中
、
独
自
財
源
に
よ
り
人
的
措
置
等
を
行
っ
て

い
る
自
治
体
も
あ
る
が
、
自
治
体
間
の
教
育
格
差
が
生
じ
る
こ
と
は
大

き
な
問
題
で
あ
り
、
国
の
施
策
と
し
て
定
数
改
善
に
む
け
た
財
源
保
障

を
し
、
子
ど
も
た
ち
が
全
国
の
ど
こ
に
住
ん
で
い
て
も
、
一
定
水
準
の

教
育
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
教
育
の
機
会
均
等
と
水
準
の
維
持
向
上
を

は
か
る
た
め
、
地
方
財
政
を
確
保
し
た
上
で
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制

度
の
負
担
割
合
を
引
き
上
げ
る
こ
と
。

ゆ
た
か
な
学
び
の
実
現
・
教
職
員
定
数
改
善
を
は
か

る
た
め
の
、
２
０
２
７
年
度
政
府
予
算
に
係
る
意
見

書
採
択
の
陳
情

義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
負
担
率
の
引
上
げ
を
は

か
る
た
め
の
、
２
０
２
７
年
度
政
府
予
算
に
係
る
意

見
書
採
択
の
陳
情

一
部
採
択
と
し
、
各
関
係
機
関
に
意
見
書
を
提
出

採
択
と
し
、
各
関
係
機
関
に
意
見
書
を
提
出

理
由

　

子
ど
も
た
ち
一
人
一
人
に
行
き
届
い
た
教
育
を
保
障
す
る
た
め
に
は
、

少
人
数
学
級
の
実
現
が
必
要
で
あ
り
、
ま
た
、
教
職
員
の
長
時
間
労
働

是
正
の
働
き
方
改
革
を
行
う
上
で
も
、
加
配
教
員
の
増
な
ど
教
職
員
定

数
の
改
善
も
必
要
で
あ
り
、
当
陳
情
は
理
解
で
き
る
も
の
の
、
３
・
４
項

目
に
つ
い
て
は
、
本
町
の
現
状
に
合
わ
な
い
の
で
、
結
果
を
出
す
ま
で

は
至
ら
な
か
っ
た
。

　

よ
っ
て
、
１
・
２
項
目
に
つ
い
て
は
採
択
し
た
。

理
由

　

子
ど
も
た
ち
の
ゆ
た
か
な
学
び
の
実
現
の

た
め
に
は
、
自
治
体
間
の
教
育
格
差
が
生
じ

る
こ
と
が
な
い
よ
う
、
国
が
財
源
保
障
し
、

教
育
の
機
会
均
等
と
水
準
の
維
持
向
上
を
図

る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
本
陳
情
の
趣
旨
・

内
容
に
つ
い
て
は
理
解
で
き
る
も
の
で
あ
る
。

６
月
定
例
会
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令和８年 第２回錦江町議会定例会

議案番号 案件名
賛否の結果

木
　
下

城
　
下

宿
利
原

久
　
保

落
　
司

染
　
川

小
　
吉

水
　
口

池
　
田

浪
　
瀬

議案第 24号 令和８年度錦江町一般会計補正予算（第１号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議案第25号 錦江町印鑑条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議案第26号 錦江町地域交流センターの設置及び管理に関する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議案第27号 令和８年度定住促進住宅新築工事請負契約の締結 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

陳情第 2 号 ゆたかな学びの実現・教職員定数改善を図るための、2027 年度政府
予算に係る意見書採択の陳情 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

陳情第 3 号 義務教育費国庫負担制度負担率の引き上げをはかるための、2027 年
度政府予算に係る意見書採択の陳情 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

発委第 1 号 少人数学級・教職員定数の改善に係る意見書 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

発委第 2 号 義務教育費国庫負担制度拡充に係る意見書 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議案第28号 令和８年度錦江町一般会計補正予算 ( 第 2 号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議案第29号 錦江町報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

同意第 5 号 農業委員会委員の任命 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

同意第 6 号 農業委員会委員の任命 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

同意第 7 号 農業委員会委員の任命 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

同意第 8 号 農業委員会委員の任命 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

同意第 9 号 農業委員会委員の任命 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

同意第10号 農業委員会委員の任命 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

同意第11号 農業委員会委員の任命 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

同意第12号 農業委員会委員の任命 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

同意第13号 農業委員会委員の任命 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

同意第14号 農業委員会委員の任命 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

同意第15号 農業委員会委員の任命 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

同意第16号 農業委員会委員の任命 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

同意第17号 農業委員会委員の任命 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

同意第18号 農業委員会委員の任命 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

同意第19号 監査委員の選任（議選） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

令和８年 第２回錦江町議会臨時会

議案番号 案件名
賛否の結果

木
　
下

城
　
下

宿
利
原

久
　
保

落
　
司

染
　
川

小
　
吉

水
　
口

池
　
田

浪
　
瀬

議案第 30号 令和８年度錦江町一般会計補正予算（第３号 ) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議案第31号 錦江町町長及び副町長の給与の特例に関する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議案に対する議員の賛否の状況

※賛否の表示は、○ : 賛成、× : 反対、欠 : 欠席となっています。
※議長には、表決権がありません。
※案件名の「〇〇について」は省略しています。

６
月
定
例
会
・
７
月
臨
時
会

6きんこう議会だより 86号



二次元コードから
各議員の一般質問の

動画を閲覧できます。

町政にズバッと切り込む！

６月定例会では、７名の議員より一般質問が行われました。
※質問及び答弁については、要旨を掲載しております。　※通告順に掲載しています。

10のテーマ

・�除草剤の使用につい
て

・�部活動の地域移行に
関して

・各種起業支援事業に関して

・�ふるさと納税の推
進について

・教育振興基本計画について

・�外国人技能実習生に
ついて

・�錦江町児童公園の整備
について

・�認知症予防政策について

・�持続可能な農業施策
について

・�育成就労制度の備え
について

８ページ

10ページ

９ページ

11ページ

12ページ

14ページ

13ページ

池
い け

田
だ

 行
ゆ き の り

德 議員

久
く

保
ぼ

 勇
ゆ う

太
た

 議員

木
き

下
し た

 巧
こ う

大
た

 議員

染
そ め

川
か わ

 金
か ね

治
は る

 議員

城
じょうの

下
し た

 佳
か

代
よ

子
こ

 議員

落
お と

司
し

 道
み ち

子
こ

 議員

宿
や ど

利
り

原
は ら

 洋
よ う

一
い ち

 議員

一般質問とは

　議員が町政全般について提案や質問を行うもので、持ち時間は１人 60分です。
　掲載している内容は、質問者自身が要約し、議会報編集委員が校正したものです。
　会議録は錦江町ホームページからもご覧いただけます。　

　　　　　　　　　　　　ホームページでご覧いただける会議録はこちらから→
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広報紙、防災無線等を活用して周知を図る

除草剤の使用
除草剤使用に伴う注意喚起の方法は

池田 行德 議員

一
般
質
問

こ
こ
が
聞
き
た
い 

Q
＆
A

の
意
識
向
上
に
も
努
め
て
ま
い
り
た

い
。

池
田
議
員 

安
心
・
安
全
な
除
草
剤
本

体
や
着
色
材
の
研
究
・
普
及
に
向
け
ま

し
て
は
県
や
国
へ
の
要
望
を
出
す
と
と

も
に
、
国
・
県
・
周
り
の
自
治
体
と
の

情
報
共
有
、
連
携
を
構
築
し
て
、
安

心
・
安
全
に
向
け
た
施
策
が
必
要
と
考

え
る
。
今
後
、国
の
指
導
に
よ
り
安
心・

安
全
な
除
草
剤
の
研
究
が
行
わ
れ
、
国

や
県
、
地
方
全
体
で
誰
も
が
安
心
・
安

全
な
山
菜
採
り
が
楽
し
め
る
こ
と
を
期

待
し
、
ま
た
、
高
土
手
に
あ
る
田
畑
や

用
水
路
で
の
災
害
が
起
こ
ら
な
い
よ
う

願
う
。

 
近
年
、
高
齢
化
や
人
手
不
足
を
背

景
と
し
て
、
道
路
沿
い
や
農
地
周
辺
に

お
け
る
除
草
剤
の
使
用
が
増
え
て
い
る

と
考
え
ら
れ
る
。
道
路
沿
い
等
で
採
取

さ
れ
た
山
菜
を
食
す
る
こ
と
に
よ
る
健

康
へ
の
影
響
も
懸
念
さ
れ
る
中
、
住
民

の
健
康
及
び
安
全
確
保
に
つ
い
て
、
町

と
し
て
ど
の
よ
う
に
認
識
し
、
対
応
し

て
い
く
考
え
か
。

 

町
長　
雑
草
対
策
と
し
て
の
除
草

剤
使
用
は
、
作
業
時
間
の
短
縮
、
労
力

の
軽
減
、
除
草
回
数
の
減
少
と
雑
草
を

効
率
的
に
管
理
で
き
る
た
め
、
使
用
機

会
が
増
え
て
い
る
も
の
と
認
識
し
て
い

る
。
除
草
剤
は
適
正
な
使
用
方
法
が
定

め
ら
れ
て
お
り
、
使
用
基
準
に
従
っ
て

適
切
に
使
用
さ
れ
る
こ
と
が
重
要
で
あ

る
。国
道
２
６
９
号
と
国
道
４
４
８
号
、

広
域
農
道
の
安
水
大
橋
か
ら
鹿
屋
市
境

ま
で
の
区
間
に
お
い
て
除
草
剤
を
使
用

し
て
い
る
。

　
道
路
沿
い
で
採
取
さ
れ
た
山
菜
の
安

全
性
や
住
民
の
健
康
へ
の
不
安
に
つ
い

て
は
、
町
と
し
て
も
十
分
認
識
し
て
い

る
。
国
道
２
６
９
号
や
広
域
農
道
な
ど

の
除
草
剤
散
布
を
実
施
す
る
路
線
に

は
、
散
布
時
の
告
知
看
板
を
設
置
す
る

と
と
も
に
広
報
紙
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

防
災
行
政
無
線
で
の
周
知
を
図
っ
て
ま

い
り
た
い
。

 

除
草
剤
使
用
に
伴
う
住
民
へ
の
注

意
喚
起
に
つ
い
て
、
掲
示
板
の
設
置
、

広
報
に
よ
る
周
知
な
ど
を
含
め
、
町
と

し
て
安
全
対
策
を
推
進
す
る
考
え
は
な

い
か
。

 

町
長　
広
報
紙
や
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
、
防
災
行
政
無
線
等
を
活
用
し
、
散

布
時
の
周
囲
へ
の
配
慮
や
適
切
な
管
理

に
定
期
的
に
周
知
を
図
っ
て
ま
い
り
た

い
。

 

浸
透
性
除
草
剤
の
使
用
に
つ
い
て

は
、
土
壌
へ
の
影
響
や
大
雨
、
台
風
時

に
お
け
る
土
砂
崩
れ
等
の
災
害
リ
ス
ク

を
懸
念
す
る
声
も
あ
る
。
用
水
路
や
田

畑
の
高
土
手
の
管
理
を
含
め
、
町
と
し

て
適
正
使
用
に
関
す
る
周
知
、
指
導
を

行
う
考
え
は
な
い
か
。

 

町
長　
根
ま
で
枯
ら
す
タ
イ
プ
の

浸
透
性
の
除
草
剤
は
強
力
な
除
草
効
果

が
あ
る
反
面
、
傾
斜
地
や
田
畑
の
高
土

手
等
で
使
用
を
続
け
る
と
、
雑
草
の
根

が
腐
食
し
、
土
壌
の
保
持
力
が
低
下
す

る
恐
れ
が
あ
る
。
こ
れ
が
大
雨
や
台
風

時
に
お
け
る
法
面
の
崩
壊
や
土
砂
崩
れ

の
一
因
に
な
り
か
ね
な
い
と
い
う
懸
念

は
、
防
災
の
観
点
か
ら
も
無
視
で
き
な

い
重
要
な
課
題
で
あ
る
。

　
県
や
Ｊ
Ａ
な
ど
関
係
機
関
と
連
携
し

な
が
ら
、
使
用
上
の
注
意
を
し
っ
か
り

守
る
よ
う
周
知
し
て
ま
い
り
た
い
。
ま

た
併
せ
て
、
農
地
の
保
全
や
地
域
防
災

町 長

国道 448号　除草剤散布作業
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寄附額２億円を維持

ふるさと納税の推進
今後の方針や目標は

木下 巧大 議員

一
般
質
問

こ
こ
が
聞
き
た
い 

Q
＆
A

た
。
選
定
に
あ
た
っ
て
は
、
ご
応
募
い

た
だ
い
た
事
業
者
の
組
織
体
制
や
事
業

実
績
、
提
案
内
容
、
制
度
改
正
へ
の
対

応
力
な
ど
、
選
定
委
員
会
に
お
い
て
総

合
的
に
審
査
し
、
本
町
の
趣
旨
に
適
し

た
事
業
者
を
選
定
し
た
。

 

こ
の
ふ
る
さ
と
納
税
業
務
に
対
し

て
、
事
業
者
さ
ん
が
変
わ
れ
ば
、
ど
う

い
う
ふ
う
に
何
が
変
わ
る
の
か
伺
う
。

 

町
長　
Ｍ
Ｉ
Ｒ
Ａ
Ｉ
協
議
会
と
申

し
上
げ
て
も
、
実
動
部
隊
は
私
ど
も
の

未
来
づ
く
り
課
で
あ
り
、
役
場
の
人
事

構
成
上
、
な
か
な
か
採
用
が
で
き
な
い

と
い
う
現
状
が
あ
る
。

　
今
後
、
こ
の
Ｍ
Ｉ
Ｒ
Ａ
Ｉ
協
議
会
を

ど
う
い
う
ふ
う
に
維
持
し
て
い
く
の
か

を
考
え
る
と
き
に
、
ふ
る
さ
と
納
税
の

実
働
の
部
分
を
外
し
、
本
来
の
ま
ち
・

ひ
と
・
Ｍ
Ｉ
Ｒ
Ａ
Ｉ
創
生
協
議
会
の
業

務
を
集
中
し
て
も
ら
お
う
と
考
え
て
い

る
。

木
下
議
員 

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
力
の
強

さ
が
あ
る
の
で
あ
れ
ば
、
や
っ
ぱ
り
こ

の
ま
ま
の
２
億
円
の
維
持
と
い
う
目
標

で
は
ち
ょ
っ
と
腑
に
落
ち
な
い
の
で
、

そ
の
辺
を
考
え
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

う
。

 

鹿
児
島
県
学
習
定
着
度
調
査
及
び

全
国
学
力
学
習
状
況
調
査
、
全
国
Ｎ
Ｒ

Ｔ
学
力
検
査
の
結
果
を
踏
ま
え
、『
小

学
校
の
職
員
個
々
の
指
導
力
を
高
め
て

い
く
必
要
が
あ
る
。
中
で
も
本
町
は
、

新
規
採
用
職
員
の
割
合
が
非
常
に
高
い

小
学
校
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
経
験
値
度

の
低
い
教
職
員
の
育
成
が
大
き
な
課

題
の
一
つ
で
も
あ
る
。』
と
の
こ
と
だ

が
、そ
の
具
体
的
な
解
決
方
法
を
伺
う
。

 

教
育
長　
各
小
学
校
に
お
い
て
は
、

中
堅
・
ベ
テ
ラ
ン
教
諭
の
授
業
を
い
つ

で
も
参
観
で
き
る
よ
う
に
し
た
り
、
校

内
の
係
分
担
を
決
め
る
際
に
、
経
験
値

の
高
い
職
員
と
ペ
ア
を
組
ま
せ
た
り
す

る
な
ど
し
て
い
る
。そ
う
す
る
こ
と
で
、

新
規
採
用
教
職
員
等
が
法
で
定
め
ら
れ

た
定
形
的
な
研
修
の
場
以
外
で
も
、
日

常
的
に
授
業
や
学
級
経
営
等
に
つ
い
て

学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
環
境
と
な
っ
て
い

る
。

 
ふ
る
さ
と
納
税
の
推
進
に
つ
い
て
、

２
０
２
６
年

１０
月
に
は
地
場
産
品
基
準

の
見
直
し
が
予
定
さ
れ
、
２
０
２
７
年

か
ら
は
高
所
得
者
層
向
け
特
例
控
除
の

上
限
も
導
入
さ
れ
る
見
込
み
で
あ
る
。

　
本
町
と
し
て
も
、
ふ
る
さ
と
納
税
は

地
域
振
興
に
お
い
て
重
要
な
役
割
を
果

た
し
て
い
る
が
、
今
後
の
方
針
ま
た
目

標
に
つ
い
て
伺
う
。

 

町
長　
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
は
、

高
所
得
者
層
に
対
す
る
個
人
住
民
税

の
特
例
控
除
額
に
上
限
が
設
け
ら
れ

る
こ
と
や
、
募
集
費
用
の
透
明
性
の

向
上
、
総
費
用
割
合
を
４
割
以
下
に

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
な
ど
、

段
階
的
な
見
直
し
が
進
め
ら
れ
て
い

る
。

　

本
町
に
お
い
て
も
、
返
礼
品
提
供

事
業
者
の
ご
協
力
の
も
と
、
地
域
産

品
の
Ｐ
Ｒ
や
販
路
拡
大
に
一
定
の
成

果
を
上
げ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

今
後
も
寄
附
額
の
拡
大
を
目
的
と

す
る
の
で
は
な
く
、
寄
附
者
の
思
い

を
施
策
に
反
映
さ
せ
る
と
と
も
に
、

一
次
産
業
や
地
域
事
業
者
、
本
町
と

関
わ
り
を
持
つ
ク
リ
エ
ー
タ
ー
や
企

業
と
の
連
携
を
強
化
し
、
新
た
な
返

礼
品
の
開
発
や
小
規
模
事
業
者
の
新

規
参
入
促
進
な
ど
に
努
め
て
ま
い
り

た
い
。
今
後
も
参
画
し
て
い
た
だ
け

る
事
業
者
数
や
リ
ピ
ー
タ
ー
率
、
地

域
経
済
の
波
及
効
果
な
ど
様
々
な
視

点
か
ら
事
業
効
果
を
検
証
し
、
寄
附

額
２
億
円
を
維
持
し
つ
つ
、
地
域
振

興
に
つ
な
が
る
よ
う
な
ふ
る
さ
と
納

税
の
振
興
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
。

 

返
礼
品
な
し
の
完
全
な
寄
附
と
い

う
形
で
、
福
岡
県
の
小
郡
市
で
は
保
護

猫
活
動
の
支
援
、
新
潟
県
新
発
田
市
で

は
伝
統
文
化
や
祭
り
の
継
承
支
援
の
活

動
費
に
充
て
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
近

く
の
曽
於
市
だ
と
豪
雨
被
害
支
援
な
ど

を
さ
れ
て
い
る
自
治
体
も
あ
る
。

　
返
礼
品
な
し
の
寄
附
と
い
う
形
で
本

町
は
何
件
ま
た
金
額
等
を
伺
う
。

 
町
長　
令
和
７
年
度
に
返
礼
品
を

希
望
し
な
い
寄
附
者
は
５
件
で
あ
り
、

金
額
に
し
て
１
０
９
万
８
，
０
０
０
円

で
あ
っ
た
。

 

前
年
度
ま
で
は
「
錦
江
町
ま
ち
・

ひ
と
・
Ｍ
Ｉ
Ｒ
Ａ
Ｉ
創
生
協
議
会
」
が

中
間
支
援
業
務
を
行
っ
て
い
た
が
、
今

年
度
か
ら
公
募
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
に

よ
っ
て
事
業
者
が
変
更
に
な
っ
た
が
、

そ
の
経
緯
を
伺
う
。

 

町
長　
今
後
の
さ
ら
な
る
事
業
強

化
と
持
続
可
能
な
運
営
体
制
の
構
築
を

目
的
と
し
て
、
公
募
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル

方
式
に
よ
る
事
業
者
選
定
を
実
施
し

町 長

職
員
の
指
導
力
を
高

め
る
た
め
の
具
体
策

は

教育振興
基本計画

日
常
的
に
授
業
や
学

級
経
営
等
に
つ
い
て

学
ぶ
こ
と
が
で
き
る

環
境
を
整
え
て
い
る

教育長
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南大隅町や鹿屋体育大学等と連携して進めていく

部活動の地域移行
部活動の地域移行について伺う

久保 勇太 議員

一
般
質
問

こ
こ
が
聞
き
た
い 

Q
＆
A

 
本
町
は
２
０
２
０
年
か
ら
２
０
２ 

５
年
に
か
け
て
人
口
が
１
，
１
９
１
人

減
少
し
て
お
り
、昨
年
１０
月
時
点
で
５
，

７
５
３
人
と
な
っ
て
い
る
。
特
に
若
年

層
の
減
少
が
著
し
い
中
で
、
本
町
に
お

け
る
部
活
動
の
地
域
移
行
の
現
状
に
つ

い
て
伺
う
。

 

教
育
長　
部
活
動
の
地
域
展
開
の

受
皿
と
し
て
、
現
在
２
つ
の
地
域
ク
ラ

ブ
を
認
定
し
て
い
る
。
本
年
度
、
町
内

の
中
学
校
で
は
８
つ
の
部
活
動
が
設
置

さ
れ
活
動
し
て
い
る
が
、
今
後
も
新
た

な
地
域
ク
ラ
ブ
の
認
定
に
向
け
て
、
関

係
団
体
等
と
情
報
を
共
有
し
、
休
日
の

部
活
動
の
地
域
展
開
を
さ
ら
に
進
め
て

ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
る
。

 

南
隅
全
体
で
著
し
い
少
子
化
が
進

行
し
て
い
る
。
部
活
動
に
よ
っ
て
は
、

合
同
チ
ー
ム
を
組
織
し
て
大
会
に
出
場

し
た
り
し
て
い
る
が
、
今
後
の
地
域
に

お
け
る
部
活
動
や
体
育
活
動
の
機
会
確

保
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

 

教
育
長　
生
徒
数
減
少
に
よ
る
部

活
動
の
維
持
や
運
営
に
つ
い
て
は
、
南

隅
全
体
の
課
題
と
し
て
捉
え
て
い
る
。

　
今
後
は
広
域
的
な
部
活
動
の
地
域
展

開
を
進
め
る
必
要
が
あ
り
、
南
大
隅
町

と
の
２
町
合
同
強
化
部
会
に
お
い
て
協

議
し
て
い
き
た
い
。

　
ま
た
、
体
育
活
動
に
つ
い
て
は
、
町

内
の
学
校
が
合
同
で
体
育
学
習
を
行
う

機
会
の
設
定
を
考
え
て
お
り
、
そ
の
際

に
は
、
例
え
ば
、
鹿
屋
体
育
大
学
な
ど

の
学
習
支
援
を
受
け
る
な
ど
の
検
討
を

し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

 

今
後
の
部
活
動
の
地
域
移
行
の
一

環
と
し
て
、
鹿
屋
体
育
大
学
等
と
の
連

携
の
展
望
を
伺
う
。

 

教
育
長　
鹿
屋
体
育
大
学
等
と
の

連
携
は
非
常
に
有
効
と
考
え
て
お
り
、

ま
ず
は
認
定
地
域
ク
ラ
ブ
の
運
営
、
効

果
的
な
指
導
の
在
り
方
な
ど
に
つ
い

て
、
専
門
的
知
見
を
有
す
る
教
員
等
を

鹿
屋
体
育
大
学
等
か
ら
招
聘
し
て
、
指

導
者
研
修
会
等
の
実
施
を
考
え
て
い

る
。

　
ま
た
、
実
技
指
導
者
の
招
聘
に
つ
い

て
も
、
大
学
側
と
連
携
し
た
い
と
考
え

て
い
る
。

 

ロ
ー
カ
ル
ベ
ン
チ
ャ
ー
事
業
の
成

果
に
つ
い
て
伺
う
。

 

町
長　
こ
の
３
年
間
で
計
12
回
の

募
集
イ
ベ
ン
ト
や
５７
件
の
個
別
相
談

を
実
施
し
、
全
国
か
ら
３３
名
の
応
募

が
あ
っ
た
。
結
果
と
し
て
本
町
で
の

起
業
を
志
す
５
名
を
採
択
し
た
。
ま

た
、
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
進
出
や

企
業
受
入
れ
型
地
域
お
こ
し
協
力
隊

採
択
１
件
、
企
業
人
材
誘
致
の
成
果

も
あ
る
。

 

本
事
業
は
ト
ー
タ
ル
２
億
円
も
の

多
額
の
予
算
が
投
じ
ら
れ
て
い
る
。

委
託
事
業
者
の
事
業
費
見
積
も
り
の

中
に
は
、
日
当
１５
万
円
も
の
高
額
日

当
の
見
積
も
り
項
目
も
存
在
し
て
い

る
。
そ
の
予
算
が
あ
る
の
で
あ
れ
ば
、

町
内
の
頑
張
っ
て
い
る
農
家
や
事
業

主
の
方
々
に
直
接
支
援
を
し
た
ほ
う

が
効
果
的
で
あ
っ
た
と
い
う
批
判
も

あ
る
。
当
事
業
の
３
か
年
に
渡
る
費

用
対
効
果
に
関
し
て
、
町
民
の
皆
様

に
ど
の
様
に
説
明
を
さ
れ
る
の
か
伺

う
。 

町
長　

費
用
対
効
果
に
つ
い
て

は
、
波
及
効
果
も
含
め
て
判
断
す
る

も
の
と
考
え
て
い
る
。
事
業
費
に
つ

い
て
は
、
起
業
支
援
や
企
業
連
携
、

事
業
伴
走
、
全
国
へ
の
情
報
発
信
な

ど
継
続
的
に
実
施
し
て
い
く
た
め
に

必
要
な
経
費
で
あ
り
、
日
当
１５
万
円

の
件
に
つ
い
て
も
、
決
し
て
著
し
く

高
額
な
も
の
で
は
な
い
も
の
と
判
断

し
て
い
る
。

 

こ
れ
ま
で
様
々
な
移
住
定
住
施
策

や
起
業
支
援
施
策
を
行
っ
て
き
て
い

る
が
、
町
長
と
し
て
、
こ
の
町
な
ら

何
が
で
き
る
と
い
う
ふ
う
に
話
を
さ

れ
る
の
か
。

 

町
長　
応
援
が
連
鎖
し
て
い
く
町

な
の
で
、
移
住
者
だ
か
ら
と
か
Ｕ
タ
ー

ン
者
だ
と
か
地
元
の
事
業
者
だ
と
か

そ
う
い
う
垣
根
は
な
く
、
１
人
の
頑

張
ろ
う
と
す
る
人
を
し
っ
か
り
と
応

援
す
る
文
化
が
あ
る
、
と
伝
え
る
。

教育長

鹿屋体育大学ホームページより

ロ
ー
カ
ル
ベ
ン
チ
ャ
ー
事
業
の
成
果

に
つ
い
て
伺
う

起業支援
事業

本
町
で
の
起
業
を
志
す
５
名
を
採
択

し
た

町　長
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ゴミの分別学習会

全体的な育成就労、特定技能外国人のサポートを含めて
今後も調査研究してまいりたい

外国人技能実習生
技能実習生の受入れ体制の充実についての考えは

染川 金治 議員

一
般
質
問

こ
こ
が
聞
き
た
い 

Q
＆
A

に
事
業
協
同
組
合
や
商
工
会
等
の
非

営
利
の
団
体
が
国
の
許
可
を
取
得
す

る
必
要
が
あ
る
。
今
後
、
調
査
・
研

究
し
て
ま
い
り
た
い
。

 

本
町
の
受
入
れ
窓
口
機
関
と
し
て

錦
江
町
Ｍ
Ｉ
Ｒ
Ａ
Ｉ
サ
ポ
ー
ト
協
同

組
合
で
許
可
を
取
得
し
て
受
入
れ
体

制
を
整
え
、
他
の
市
町
村
と
差
別
化

を
図
っ
た
外
国
人
材
受
け
入
れ
態
勢

を
構
築
す
る
方
向
で
進
ん
だ
ほ
う
が

安
定
し
た
人
材
確
保
に
つ
な
が
る
。

　

送
り
出
し
先
の
研
修
生
の
家
族
や

自
治
体
に
し
て
も
、
安
心
し
て
任
せ

て
送
り
出
す
こ
と
が
で
き
、
町
内
の

受
入
れ
事
業
所
も
、
安
心
し
て
安
定

し
て
事
業
継
続
が
で
き
る
と
思
う
が
、

町
長
の
考
え
を
伺
い
た
い
。

 

町
長　
監
理
団
体
が
当
町
に
あ
れ

ば
、
町
内
の
事
業
者
さ
ん
方
は
安
心
さ

れ
る
と
考
え
る
が
、
Ｍ
Ｉ
Ｒ
Ａ
Ｉ
サ

ポ
ー
ト
協
同
組
合
に
つ
い
て
は
、
現

在
は
日
本
人
の
派
遣
事
業
を
取
り
組

ん
で
い
る
最
中
で
あ
る
。

　

私
ど
も
が
進
め
て
い
る
多
文
化
共

生
の
社
会
づ
く
り
な
ど
、
貢
献
で
き

る
分
野
が
あ
る
の
で
あ
れ
ば
、
今
後

検
討
を
進
め
て
ま
い
り
た
い
。

　

今
後
は
選
ば
れ
る
地
域
に
な
る
た

め
に
、
受
け
入
れ
窓
口
機
関
が
是
非

と
も
必
要
で
あ
る
と
い
う
事
業
者
さ

ん
方
の
お
声
で
あ
れ
ば
、
検
討
し
て

ま
い
り
た
い
。

 

特
定
技
能
研
修
生
は
、
条
件
を
満

た
せ
ば
他
の
事
業
所
へ
移
動
す
る
こ

と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
移
動
の
理
由

は
金
銭
面
や
待
遇
面
だ
け
じ
ゃ
な
い

と
考
え
る
。
受
入
れ
事
業
所
の
自
治

体
が
、
実
習
生
に
対
し
て
生
活
面
を

含
め
た
支
援
や
フ
ォ
ロ
ー
を
行
う
こ

と
で
、
金
銭
面
だ
け
で
は
得
ら
れ
な
い

安
心
感
が
生
ま
れ
、
待
遇
面
だ
け
を
理

由
と
し
た
転
職
や
移
動
の
抑
制
に
も

つ
な
が
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

こ
う
し
た
受
入
体
制
の
充
実
に
つ
い

て
改
め
て
町
長
の
考
え
を
伺
う
。

 

町
長　
全
体
的
な
育
成
就
労
、
特

定
技
能
外
国
人
の
サ
ポ
ー
ト
を
含
め

て
、
監
理
団
体
等
も
ど
う
い
う
形
が

１
番
理
想
な
の
か
と
い
う
の
は
今
後

も
調
査
研
究
し
て
ま
い
り
た
い
。

染
川
議
員 

特
定
技
能
外
国
人
制
度
や

育
成
就
労
制
度
を
フ
ル
に
活
用
を
し

な
が
ら
、
本
町
の
医
療・介
護
や
農
業
、

建
設
業
な
ど
様
々
な
事
業
所
が
安
心

し
て
安
定
的
に
良
い
人
材
の
確
保
が

で
き
て
、
事
業
の
継
続
に
つ
な
げ
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
期
待
す
る
。

 
外
国
人
技
能
実
習
生
間
の
交
流
イ

ベ
ン
ト
な
ど
、
受
入
れ
事
業
所
と
と

も
に
日
常
生
活
以
上
の
実
習
生
へ
の

サ
ポ
ー
ト
や
病
院
や
災
害
時
の
案
内

な
ど
外
国
人
に
も
分
か
る
よ
う
な
支

援
の
他
に
ど
の
よ
う
な
対
応
及
び
支

援
を
行
っ
て
い
る
の
か
。

 

町
長　
本
町
に
お
き
ま
し
て
は
技

能
実
習
生
３９
人
、
特
定
技
能
外
国
人
４１

人
の
合
計
８０
人
を
、
農
業
、
医
療
、
介

護
、
建
設
業
な
ど
の
事
業
所
が
受
入

れ
を
し
て
い
る
。

　

令
和
４
年
度
か
ら
多
文
化
共
生
事

業
に
取
り
組
み
、
現
在
は
毎
月
１
回

の
日
本
語
教
室
の
開
催
、対
面
、電
話
、

Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
で
の
困
り
事
相
談
、
日
本
文

化
体
験
活
動
と
し
て
の
お
は
ら
祭
り

へ
の
参
加
及
び
地
域
住
民
と
の
交
流

会
、
日
本
語
の
勉
強
に
加
え
て
、
ご

み
の
分
別
の
仕
方
、
防
災
、
バ
ス
の

乗
り
方
な
ど
、
本
町
で
生
活
し
て
い

く
中
で
必
要
な
事
項
に
関
し
て
の
講

習
会
を
行
っ
て
い
る
。

 

現
状
で
は
技
能
実
習
生
制
度
に
よ

り
、
技
能
実
習
生
は
受
入
れ
先
に
３
年

ま
た
は
５
年
の
期
間
、
就
労
実
習
す
る

こ
と
が
で
き
る
が
、
こ
の
制
度
は
来

年
令
和
９
年
３
月

３１
日
で
終
了
す
る
。

　
一
方
、
実
習
期
間
中
に
初
級
及
び
専

門
級
等
に
合
格
し
た
実
習
生
は
、
特

定
技
能
外
国
人
の
た
め
の
技
能
試
験

及
び
日
本
語
試
験
に
合
格
す
る
こ
と

で
特
定
技
能
制
度
へ
移
行
し
て
就
労

す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
制
度
は

令
和
９
年
４
月
１
日
以
降
継
続
す
る
。

　
ま
た
、
今
後
は
技
能
実
習
制
度
を
改

善
し
た
育
成
就
労
制
度
と
監
理
支
援

機
関
の
両
制
度
で
運
用
さ
れ
て
い
く
。

両
方
と
も
外
国
人
を
受
入
れ
た
い
事

業
所
を
支
援
す
る
機
関
で
あ
る
。

　

安
定
し
た
人
材
確
保
と
事
業
継
続

の
た
め
、
外
国
人
技
能
実
習
生
の
受

入
れ
の
窓
口
を
本
町
の
Ｍ
Ｉ
Ｒ
Ａ
Ｉ

サ
ポ
ー
ト
協
同
組
合
に
お
い
て
受
入

れ
の
許
可
を
取
得
し
、
進
め
る
考
え

は
な
い
か
。

 

町
長　
技
能
実
習
制
度
か
ら
育
成

就
労
制
度
に
移
行
す
る
こ
と
に
伴
い
、

監
理
支
援
機
関
が
行
う
こ
と
と
な
り
、

技
能
実
習
制
度
の
監
理
団
体
と
同
様

町 長
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多世代の交流の場として位置づけ整備していく

児童公園の整備
高齢化率が 50％を超え、また子育て支援住宅を建設予定の
錦江町として公園整備をどのように考え位置づけているのか

城下 香代子 議員

一
般
質
問

こ
こ
が
聞
き
た
い 

Q
＆
A

 
子
ど
も
向
け
の
遊
具
が
設
置
さ
れ

て
い
る
の
は
花
瀬
で
ん
し
ろ
う
館
、
神

川
大
滝
公
園
、
松
崎
街
区
公
園
で
あ

る
が
、高
齢
化
率

５０
％
を
超
え
、ま
た
、

子
育
て
支
援
住
宅
を
建
設
予
定
の
町

と
し
て
公
園
整
備
を
ど
の
よ
う
に
位

置
づ
け
て
い
る
か
。

 

町
長　
公
園
整
備
に
つ
い
て
は
令

和
２
年
に
児
童
公
園
利
活
用
検
討
事

業
を
実
施
し
、
町
内
の
小
・
中
学
生

１０
名
の
子
ど
も
た
ち
が
意
見
を
出
し

合
い
検
討
し
、
町
へ
提
言
し
て
い
た
だ

い
た
。
結
果
を
踏
ま
え
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ

ン
デ
ィ
ン
グ
に
よ
り
町
民
の
皆
様
の

協
力
を
い
た
だ
き
大
橋
街
区
公
園
に

ツ
リ
ー
ハ
ウ
ス
を
設
置
し
た
。

　

ま
た
、
令
和
５
年
度
に
は
堂
之
元

公
園
へ
子
ど
も
た
ち
の
手
作
り
ベ
ン

チ
や
健
康
器
具
、
Ｗ
ｉ

-

Ｆ
ｉ
（
無

線
Ｌ
Ａ
Ｎ
）
を
設
置
、
松
崎
街
区
公

園
の
遊
具
を
更
新
し
た
。

　

本
町
も
高
齢
化
率
が
５０
％
を
超
え
、

多
世
代
交
流
の
場
と
し
て
地
域
の
実

情
に
応
じ
た
環
境
づ
く
り
を
進
め
て

い
き
た
い
。

 

こ
の
質
問
を
す
る
き
っ
か
け
は
町

内
に
子
ど
も
を
連
れ
て
遊
び
に
行
く

公
園
が
な
い
と
、
遊
具
が
な
い
か
ら
隣

町
の
港
に
あ
る
公
園
に
遊
び
に
連
れ

て
い
く
と
の
町
民
の
声
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
声
を
き
っ
か
け
に
町
内
す
べ
て

の
公
園
を
回
っ
た
が
、
管
理
が
行
き
届

い
て
な
い
公
園
が
多
く
、
小
さ
な
子

ど
も
達
が
使
え
る
遊
具
は
松
崎
街
区

公
園
に
あ
る
遊
具
が
一
つ
で
あ
っ
た
。

や
は
り
公
園
に
と
っ
て
安
全
管
理
が

一
番
だ
と
思
う
が
、
遊
具
と
公
園
管

理
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

 

町
長　
公
園
管
理
に
つ
い
て
は
所

管
課
に
対
応
を
確
認
す
る
。
ま
た
、
遊

具
に
つ
い
て
は
小
さ
な
子
ど
も
た
ち

が
遊
べ
る
遊
具
が
少
な
い
と
考
え
て

お
り
、
現
在
、
田
代
地
区
に
お
け
る

公
園
整
備
を
３
年
前
か
ら
活
性
化
委

員
会
の
中
で
議
論
い
た
だ
い
て
お
り
、

小
さ
な
子
ど
も
た
ち
が
段
階
的
に
大

き
く
な
る
に
従
っ
て
利
用
し
や
す
い

遊
具
が
田
代
小
学
校
に
も
あ
る
の
で
、

田
代
小
に
幼
児
向
け
の
遊
具
を
設
置

で
き
な
い
か
田
代
地
区
で
は
検
討
し

て
い
る
。

城
下
議
員 

公
園
管
理
に
つ
い
て
は
、

公
園
施
設
点
検
管
理
士
と
い
う
資
格

を
持
つ
方
が
お
ら
れ
る
。　

　
こ
の
資
格
を
持
つ
方
の
委
託
と
、
田

代
地
区
保
健
セ
ン
タ
ー
内
は
と
て
も

広
く
、
室
内
に
子
ど
も
の
遊
具
設
置

が
で
き
れ
ば
、
夏
で
も
冬
で
も
天
候

を
気
に
せ
ず
行
き
や
す
い
の
で
は
な

い
か
と
思
う
の
で
併
せ
て
検
討
し
て

ほ
し
い
。

 

令
和
５
年
に
共
生
社
会
の
実
現
を

推
進
す
る
た
め
認
知
症
基
本
法
が
成

立
し
、
錦
江
町
も
錦
江
町
認
知
症
施
策

推
進
計
画
を
策
定
さ
れ
て
い
る
。
錦

江
町
は

５０
％
を
超
え
る
高
齢
化
の
な

か
で
認
知
症
に
な
っ
て
も
自
分
ら
し

く
生
き
る
た
め
の
政
策
と
し
て
「
社

会
と
つ
な
が
る
カ
フ
ェ
事
業
」
を
展

開
し
て
お
り
、
様
々
な
受
賞
も
さ
れ

て
い
る
が
、
認
知
症
予
防
事
業
と
し

て
町
内
全
域
に
普
及
啓
発
す
る
わ
か

り
や
す
い
事
業
に
つ
い
て
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
か
伺
い
た
い
。

 

町
長　
現
在
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

を
中
心
に
３９
団
体
あ
る
サ
ロ
ン
の
後

方
支
援
と
し
て
健
康
教
室
、
歯
科
教
室

な
ど
多
数
の
出
前
講
座
を
実
施
し
て

お
り
、
今
後
は
社
会
福
祉
協
議
会
が
実

施
し
て
い
る
支
え
あ
い
マ
ッ
プ
づ
く

り
を
活
用
す
る
な
ど
各
地
域
の
サ
ロ

ン
等
の
実
情
に
応
じ
た
介
護
予
防
、
認

知
症
予
防
の
取
組
を
さ
ら
に
充
実
さ

せ
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
生

き
が
い
を
持
っ
て
暮
ら
し
続
け
ら
れ

る
よ
う
取
組
を
推
進
し
て
い
き
た
い
。

城
下
議
員 

認
知
症
の
予
防
事
業
に
力

を
入
れ
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

若
年
性
の
認
知
症
に
対
す
る
予
防

に
取
り
組
む
こ
と
も
、
ま
た
、
若
年
性

認
知
症
の
こ
と
を
学
ぶ
こ
と
に
よ
り
、

将
来
来
る
で
あ
ろ
う
自
分
た
ち
の
老

い
や
認
知
症
に
対
す
る
予
防
を
下
支

え
す
る
の
で
は
と
考
え
る
。

　

認
知
症
に
な
っ
て
も
地
域
で
住
み

な
が
ら
自
分
が
や
り
た
い
こ
と
を

や
っ
て
生
活
で
き
る
ん
だ
と
い
う
こ

と
を
周
知
し
て
い
た
だ
い
て
、
認
知

症
予
防
事
業
と
し
て
皆
さ
ん
が
認
識

で
き
る
よ
う
な
事
業
を
一
刻
も
早
く

展
開
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

町 長

錦
江
町
認
知
症
施
策
推
進
計
画
を
作

成
し
て
い
る
が
認
知
症
の
予
防
政
策

に
つ
い
て
伺
う

認知症
予防対策

サ
ロ
ン
活
動
の
後
方
支
援
と
し
て
出

前
講
座
を
行
っ
て
い
く

町　長

12きんこう議会だより 86号



多文化共生の取組を充実させ、育成就労外国人から
選ばれるまちを目指したい

育成就労制度への備え
今後の多文化共生に向けた取組は

宿利原 洋一 議員

一
般
質
問

こ
こ
が
聞
き
た
い 

Q
＆
A

援
を
強
化
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え

る
。 

国
際
交
流
員
活
動
内
容
に
つ
い
て

伺
う
。

 

町
長　
国
際
交
流
員
の
活
動
内
容

は
、
技
能
実
習
生
な
ど
の
皆
さ
ん
に
本

町
が
選
ば
れ
る
ま
ち
と
な
る
こ
と
を
目

指
し
、
多
文
化
共
生
交
流
会
、
日
本
語

教
室
、
外
国
人
を
対
象
と
し
た
困
り
事

相
談
の
対
応
、
日
本
文
化
の
体
験
活
動

な
ど
多
文
化
共
生
事
業
の
企
画
・
運
営

を
し
て
も
ら
っ
て
い
る
。

宿
利
原
議
員 

国
際
交
流
の
ほ
か
に
も
、

今
後
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
・
ビ
ザ
の
申
請
、

永
住
権
手
続
等
の
相
談
窓
口
の
設
置

も
、
外
国
人
が
定
着
し
て
も
ら
う
た
め

に
は
必
要
に
な
っ
て
く
る
か
と
思
う
。

　
今
後
、
ま
す
ま
す
少
子
高
齢
化
に
な

り
、
第
１
産
業
、
ほ
か
の
業
種
の
外
国

人
の
定
着
・
維
持
の
た
め
に
も
、
受
入

れ
環
境
へ
の
整
備
が
必
要
と
考
え
る
。

 

外
国
人
及
び
受
入
れ
企
業
か
ら
の

相
談
内
容
や
課
題
に
つ
い
て
伺
う
。

 

町
長　
国
際
交
流
員
が
受
け
た
相

談
と
し
て
、
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
し

た
い
が
場
所
が
分
か
ら
な
い
と
か
、
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申
込
み
手
続
を

し
た
い
な
ど
が
あ
っ
た
。

 

育
成
就
労
制
度
の
開
始
を
踏
ま
え
、

今
後
、
本
町
と
し
て
ど
の
よ
う
に
し
て

外
国
人
支
援
及
び
多
文
化
共
生
に
取
り

組
ん
で
い
く
考
え
か
伺
う
。

 

町
長　
錦
江
町
の
事
業
者
が
受
入

れ
を
し
た
育
成
就
労
外
国
人
が
一
定
期

間
経
過
後
、
都
市
部
の
事
業
者
へ
転
籍

す
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
の
で
、
錦
江

町
と
し
て
は
現
在
行
っ
て
い
る
日
本
語

教
室
等
の
多
文
化
共
生
の
取
組
を
充
実

さ
せ
、
育
成
就
労
外
国
人
か
ら
選
ば
れ

る
ま
ち
を
目
指
し
て
ま
い
り
た
い
。

宿
利
原
議
員 

外
国
人
の
定
着
に
は
衣

食
住
の
う
ち
住
宅
の
確
保
だ
と
思
う
。

中
に
は
町
営
住
宅
の
家
賃
が
高
い
の
で

空
き
家
を
買
い
取
っ
て
長
期
に
働
き
た

い
と
い
う
外
国
の
方
も
い
る
。

　
担
い
手
の
い
な
い
農
家
は
、
耕
作
放

棄
地
に
な
り
現
状
維
持
で
き
な
い
状
況

で
あ
る
。
ト
ラ
ク
タ
ー
や
ほ
か
に
も
農

機
具
も
揃
っ
て
お
り
、
新
規
就
農
も
考

え
ら
れ
る
。

　
本
町
に
長
く
就
農
し
て
も
ら
い
、
同

じ
地
域
の
一
員
と
し
て
と
も
に
力
を
合

わ
せ
て
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
錦
江
町

に
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

 
永
住
者
を
含
む
外
国
人
住
民
数
及

び
国
籍
別
の
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

 

町
長　
本
町
に
お
け
る
永
住
者
を

含
む
外
国
人
住
民
数
に
つ
い
て
は
、

令
和
８
年
５
月
１
日
現
在
で
１
２
０

人
で
あ
る
。

宿
利
原
議
員 

令
和
７
年
１２
月
の
広
報

紙
に
よ
る
と
、
１
０
０
人
の
外
国
人
が

住
ん
で
い
る
と
報
告
が
あ
る
が
、
半

年
ほ
ど
で

２０
名
ぐ
ら
い
増
え
て
お
り
、

今
後
も
増
加
傾
向
に
な
る
と
考
え
る
。

　
第
１
産
業
へ
の
対
策
、
必
要
な
と
き

に
単
発
で
働
い
て
も
ら
う
人
員
確
保
が

必
要
だ
と
考
え
る
。

 

特
定
１
号
、
２
号
の
在
留
資
格
者

数
に
つ
い
て
伺
う
。

 

町
長　
令
和
８
年
５
月
１
日
現
在
、

特
定
技
能
１
号
が
３９
人
、
特
定
技
能
２

号
が
２
人
で
あ
る
。特
定
技
能
１
号
は
、

多
い
順
に
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
が
１
６
人
、

ミ
ャ
ン
マ
ー
が
９
人
、
ベ
ト
ナ
ム
が
７

人
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
が
６
人
、
カ
ン
ボ
ジ

ア
が
１
人
と
な
っ
て
お
り
、
特
定
技
能

２
号
は
ベ
ト
ナ
ム
が
２
人
で
あ
る
。

宿
利
原
議
員 

今
後
、
こ
の
特
定
２
号

の
取
得
を
見
据
え
た
育
成
が
必
要
と
考

え
る
。

 
外
国
人
の
就
労
に
つ
い
て
、
技
能

実
習
生
、
特
定
技
能
外
国
人
及
び
永
住

者
の
就
労
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

 

町
長　
令
和
８
年
５
月
１
日
現
在
、

本
町
に
お
い
て
、
技
能
実
習
生
３９人
、

特
定
技
能
外
国
人
４１
人
の
合
計
８０人
が

町
内
事
業
所
で
受
入
れ
ら
れ
て
い
る
。

　
錦
江
町
で
把
握
し
て
い
る
受
入
れ
事

業
者
の
業
種
は
、
農
業
が
最
も
多
く
、

次
い
で
、
医
療
・
介
護
、
建
設
業
、
畜

産
業
、食
品
製
造
関
係
と
な
っ
て
い
る
。

宿
利
原
議
員 

短
期
で
労
働
を
確
保
す

る
こ
と
は
難
し
い
の
で
、
外
国
人
の
定

着
に
向
け
て
、
日
本
語
教
育
や
生
活
支

町 長国 人数
インドネシア 34
フィリピン 31
ベトナム 22
ミャンマー 18
中国 6
カンボジア 5
韓国 2
ネパール 2

インドネシア34人

フィリピン31名ベトナム22名

ミャンマー18名

中国6名

カンボジア5名 韓国2名 ネパール2名

錦江町における外国人住⺠数
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現時点で積極的な導入普及は考えていない

持続可能な農業
「乾田直播栽培」への対応は

落司 道子 議員

一
般
質
問

こ
こ
が
聞
き
た
い 

Q
＆
A

 
乾
田
直
播
栽
培
と
は
、
水
田
に
水

を
張
ら
ず
種
も
み
を
直
接
ま
い
て
米
を

育
て
る
栽
培
で
あ
る
。
省
力
化
・
コ
ス

ト
削
減
を
図
れ
る
と
全
国
的
に
広
が
り

つ
つ
あ
る
が
、
水
田
の
多
面
的
機
能
や

食
の
安
全
と
い
う
視
点
を
忘
れ
て
は
な

ら
な
い
。本
町
の
認
識
と
導
入
状
況
は
。

 

町
長　
育
苗
・
代
か
き
・
田
植
え

等
を
省
略
で
き
る
技
術
で
、
担
い
手
の

高
齢
化
や
労
働
力
不
足
の
中
、
国
・
県

は
導
入
・
普
及
を
推
進
し
て
い
る
と
認

識
し
て
い
る
。

本
町
で
の
導
入
実
績
は
な
い
が
、
田
代

地
区
の
農
家
が
、
別
の
省
力
化
技
術
で

あ
る
湛
水
直
播
栽
培
に
実
証
的
に
取
り

組
ん
で
い
る
。

 

新
聞
報
道
も
あ
っ
た
中
、
農
家
か

ら
の
問
合
せ
は
あ
っ
た
か
。

 

町
長　
産
業
振
興
課
・
産
業
建
設

課
に
、
乾
田
直
播
に
つ
い
て
の
問
合
せ

は
来
て
い
な
い
。

 

国
で
は
、
乾
田
直
播
栽
培
に
加
え
、

節
水
型
乾
田
直
播
栽
培
の
技
術
確
立
へ

の
取
組
も
進
め
ら
れ
て
い
る
。
県
も
支

援
体
制
の
整
備
を
掲
げ
る
中
、
今
後
の

町
の
方
針
は
。

 

町
長　
節
水
型
乾
田
直
播
栽
培
を

含
め
、
乾
田
直
播
栽
培
は
先
進
的
な
省

力
化
技
術
だ
が
、
雑
草
管
理
や
水
管
理

の
難
し
さ
、
収
量
減
少
の
リ
ス
ク
も
あ

る
。
生
産
者
か
ら
の
要
望
も
な
い
こ
と

か
ら
、
現
時
点
で
積
極
的
な
導
入
普
及

は
考
え
て
い
な
い
。

　
灌
水
に
よ
る
稲
作
栽
培
は
、
米
の
収

量
確
保
だ
け
で
な
く
、
豪
雨
時
の
田
ん

ぼ
ダ
ム
機
能
も
担
っ
て
お
り
、
水
田
が

減
れ
ば
流
域
治
水
の
観
点
か
ら
も
危
険

が
増
す
。
要
望
が
あ
っ
た
場
合
も
、
そ

の
機
能
を
併
せ
持
つ
従
来
型
の
稲
作
を

省
力
化
し
て
い
く
こ
と
が
望
ま
し
い
と

考
え
る
。

 

町
の
方
針
を
住
民
の
方
に
周
知
し

て
い
く
考
え
は
あ
る
か
。

 

町
長　
認
定
農
業
者
会
議
な
ど
農

家
が
集
ま
る
場
で
、
稲
作
が
果
た
す
役

割
や
乾
田
直
播
栽
培
の
課
題
も
含
め
、

周
知
し
て
い
く
必
要
は
あ
ろ
う
か
と

思
っ
て
い
る
。

町 長

農林水産省「節水型乾田直播の現状について」より

各種団体の皆さま、議会と意見交換をされませんか
　議会では、町民の皆さんがもっている課題など幅広く意見をうかがい、その対策を町政などに反
映させていくため、意見交換会の開催を議会基本条例で定めています。希望される団体等がありま
したら、議会事務局に申込用紙が準備してありますので、直接申し込むか、もしくはメールで申し
込んでください。
　なお、自治会もしくは町内の団体に限りますので、個人では受付できません。

錦江町議会事務局　☎ 0994-22-3045（直通）
Ｅメールアドレス：gikan-h@town.kinko.lg.jp
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議員研修報告
議員の資質向上と見識の涵養を目的に、各種研修会に参加しました。
研修で得た学びや気づきを今後の議会活動に生かしてまいります。

講師の中村逸朗氏

1 2
研修 研修

令和８年５月 13 日

ホテルウエルビューかごしま

全議員

開催日

会　場

参加者

令和８年７月 15 日

ホテルレクストン鹿児島

浪瀨議長、池田副議長
小吉議会運営委員会委員長
（文教産業副委員長）
城下総務厚生常任委員会委員長
久保文教産業常任委員会委員長
落司総務厚生常任委員会副委員長
（議会運営副委員長）

開催日

会　場

参加者

鹿児島県町村議会議長会
議員研修会

肝属・曽於郡町村議会議長会
正副議長・正副委員長
及び事務局職員研修会

研修の概要 研修の概要

　「ハラスメントのない議会を目指して～指導と
ハラスメントの違いとは～」をテーマに、ハラ
スメントの定義や具体例、議員として留意すべ
き点について学びました。
　また、「激動の国際情勢と日本の安全保障～地
政学リスクへの対応～」と題した講演では、世
界情勢の変化や地政学的リスクが日本に与える
影響について学び、地方議会としても幅広い視
点を持つことの大切さを再認識しました。

　委員会制度や常任委員会、議会運営委員会など
各委員会の役割と権限、議案や請願の審査、所管
事務調査について学びました。
　また、委員長に求められる中立・公平な立場や
民主的な議事運営、法規や先例に基づく適切な会
議運営など、円滑で公正な委員会運営のための実
務について理解を深めました。研修で得た知識を
今後の議会活動に生かし、公正で円滑な議会運営
と、町民の皆さまに信頼される議会づくりに努め
てまいります。

今後に向けて
　議員一人ひとりが人権意識を高め、互いを尊重し合える議会づ
くりに努めるとともに、国内外の情勢変化にも目を向けながら、
町民のみなさまの安全・安心な暮らしにつながる議会活動に取り
組んでまいります。

15 きんこう議会だより 86号
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傍聴　してみませんか
第３回定例会の会期は、９月２日から24日、
一般質問は３日の予定です。
本庁３階の議場へ傍聴においでください。
また、インターネット映像配信サービスYouTubeにて
本会議の模様を生中継いたしますので、是非ご活用ください。
※一般質問の内容につきましては、８月28日に本庁ホームページで告知いたします。

久保　勇太　委員長

議会報編集委員会
委 員 長　　久保　勇太 副委員長　　木下　巧大 委　　員　　城下 香代子・宿利原 洋一・ 池田　行德

編 集 後 記
盛夏の候、いかがお過ごしでしょうか。町民の皆

様におかれましては、本町の議会活動に対して
日頃よりご理解ご協力を賜り誠にありがとうございま
す。
　今月号の議会だよりでは、令和 8 年度第 2 回定例
会の補正予算や第 2 回臨時会において決定された議
案を中心にお届けさせていただきました。
　さて、皆様は『ブルーカラービリオネア』という言
葉をご存じでしょうか。これは、AI によってホワイ
トカラー（デスクワーク）の仕事が急速に減っていく
一方で、１次産業や２次産業に代表される、農業、林
業、建設、土木など、AI に代替されにくいブルーカラー

（現場仕事）で巨万の富を築いた起業家を指す言葉で
す。昨今、欧米ではこのブルーカラーの価値が急上昇
しており、日本の現場でも人手不足も相まって、職種
や働き方次第で年収 1,000 万円超えを実現している
事業者が続出しています。
　本町は 1 次産業が中心ですので、ブルーカラービ
リオネアを目指す方々にとっては、まさにビジネス
チャンスが沢山眠っている地域なのです。私ども議会
としても、この千載一遇のチャンスを生かすべく、各
種産業振興や新規就業者支援等、全力で行っていく所
存でございますので、引き続きご指導賜りますようお
願い申し上げます。

錦江町議会YouTubeチャンネルはこちらから➡

第 ３ 回 定 例 会

　夏の茶畑では、刈り取り作業が行われてい
ます。長年培われた技術と生産者さんの努力
により、地域の産業が守られています。
　生産者さんが丹精込めて育てた茶は、地域
を代表する農産物の一つです。

地域を彩る茶畑の恵みウォッチ表紙を


